
―	 松尾さんはどのようなお子さ

んだったのですか？

中学２年の頭まで神戸の布引中学

校だったんですが、そこで友達と落

語研究会をつくりました。サンテレ

ビで「上方落語大全集」という今の

文枝さんが三枝やった頃に司会をし

ていた番組があったんですよ。松

鶴、春団治、当時の小文枝、文我、

文紅、松之助、五郎（後の五郎兵

衛）、正月だけ米朝師匠も出ていた

んですが、そういう落語の収録を隔

週で２本撮りでやっているので、そ

れを友達と見に行ったりとか、そん

なことをしていましたね。だから、

落語は好きです。神戸松竹座が今の

喜楽館の近くにあったので、そんな

のを中学校のときに見に行ってまし

た。最初、父親に小学校４年のとき

に角座に連れていかれて、米朝師匠

が、「持参金」をやってはったんで

す。それまでレッツゴー三匹とか大

勢でわあっとやったり、漫才で派手

にやったりしている中で、着物の

おっちゃんが出てきてちょこんと

座って話し始めると、満席のお客さ

んがしゅっと集中してすごい喜ん

で。すごい人がいるんやなというふ

うに思ったんです。中学に入って、

テレビの収録やったらただで落語を

聞きに行けるんやと。よく見に行き

ました。

―	 大人が見に来ている中で。

そうですね。オープニングだけ噺

家さんが客席にいるので、僕は三枝

さんの後ろに座って映り込んだりで

きるんです。桟敷席で僕、「本番５

秒前、４、３」あたりで後ろから三

枝さんの足の裏をくすぐるんです

よ。そしたら、三枝さんが身をよ

じっている、後ろでいがぐり頭の僕

がうれしそうに笑ってるみたいなの

がテレビのオンエアのときに確認で

きて、それをまた自慢したり、そん

な子どもでした。

―	 美術にも興味がおありという

ことですが。

美術は母親のほうが好きでした

ね。岡山に母方の祖母が住んでいた

んですが、しょっちゅう倉敷に連れ

ていってもらって、大原美術館に

行って絵を見て、その後「エル・グ

レコ」という喫茶店に行って、みた

いなのが母親の好きな世界でした。

美術関連では、高校２年か３年に

入ったぐらいに、おまえが行ける大

学なんかないぞと高校の先生に言わ

れて、勉強ができなかったものです

から、どないしよう、でも、大阪芸

大やったらお絵描きができたら入れ

るかもと思ったんですね。だけど、

美術学科に行って絵描きになっても

苦労するだけやから、広告業界に

タレント・俳優
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行ったらええなと思ってデザイン科

に入ろうと思って、そしたら本当に

まぐれで入れたんですよ。入試で、

ポスターカラーを持ってきなさいと

いうことで、５時間ぐらい閉じ込め

られて、ケント紙に音楽雑誌の表紙

をデザインしなさいみたいな課題

やったんですけど、たまたまいいア

イデアが浮かんで、自己満足で「こ

れ通るな」と思ったらちゃんと通り

ました。

―	 どんな大学生だったんです

か。

当時は、助手の先生が１年生も研

究室に集めて飲み会を開いてたりし

ていました。今は未成年ですし、そ

もそも学内では酒は一切禁止じゃな

いですか。でも、当時は授業が終

わったら研究室で飲み会みたいな感

じでしたね。他の学科に面白い先生

が多くて、僕は他の学科にばかり遊

びに行ってたんですよ。美術学科に

は紙一重みたいな天才的な先生がい

らっしゃったりするので、そういう

人と遊んだり、津高和一さんという

巨匠がいらっしゃって、同世代の岡

本太郎さんと親しくて、二人展なん

かもやっていた方が岡本太郎さんの

物まねを教えてくれました。

―	 それで今、岡本太郎さんのま

ねがおできになられるんですね。

それから、当時の映像計画学科の

学科長が依田義賢さんといって、

「スター・ウォーズ」の「ヨーダ」

のモデルになった方ですけど…。

―	 ほんまですか。

依田さんは、映画監督の溝口健二

さんの作品のほとんどの脚本を手が

けていらっしゃった方で、溝口健二

さん関係のシンポジウムでUCLA

に行った、ちょうど1979年あたり

にルーカスと名刺交換したとき、依

田さんの耳が長いとか「ヨダ」とい

う名前が面白いと言って、「年下や

のにからかいやがって」とすごい

怒ってたんです。そしたら、その

後、２作目の「スター・ウォーズ」

がつくられてそれに「ヨダ」という

キャラクターが出てきてるんです。

字幕をつける人が「ヨーダ」と伸ば

しているけど、「ヨダ」なんです。

それが依田義賢さん。

その依田先生なんかと飲みに行く

わけです。僕、映像学科じゃないの

に紛れ込んで、第２研究室と称する

天王寺の居酒屋に「僕も行っていい

ですか」、「ついておいで」と。で、

オムライスをつまみに日本酒を飲む

みたいなことをしていたんですけ

ど、そのときに、依田先生から「あ

んた、しゃべってることおもろいさ

かいに、テープにまとめて録ってダ

ビングして人に配って平和を訴えな

はれ」と言われたんです。僕はそん

な活動をする気にはなれへんけど、

当時、音だけのコントなんかが流

行っていたものですから、それをも

じったようなのをつくってダビング

して依田先生や色々な人に配ったり

していました。

僕、大学の頃からいとこが経営し

ている北新地のディスコのDJ見習

いでレコードを回す練習をさせられ

てたんです。大阪芸大を卒業した

後、非常勤副手を１年間だけやった

んですけど、その副手の給料が月４

万円ぐらいにしかならないんです

よ。それも夏休み、冬休み、春休み

は給料が出ないので、年収32万円

ぐらいでして、だけど、ディスコで

DJ見習いで入ったら月10万円あげ

ると。西宮北口の実家に住んで月

14万円あったら何とか暮らせる

じゃないですか。

それでそこに行っていたところ

に、結果的に最初に所属することに

なる事務所の人が遊びに来て、「遊

びにおいでや」ということで事務所

の社長さんのところに会いに行った

んです。「君、何か病気持ってます

か」、「ないです」、「いやいや、賭け

事に狂うとか女に狂うとか」、「そん

なんないです」、「うーん、芸人には

向いとらんな」、「別になる気はない

ので大丈夫です。ちょっと遊びにお

いでって言われたから来たんです」、

「そうか」と。でも、そのとき学生

のときにつくったテープを持ってい

たので置いて帰ったんですよ。社長

さんは、僕が帰った後で聞いたんだ

と思いますけど、僕は所属するも何

も言ってないのに、電話がかかって

きて、「ネタつくってきて」って。

ネタって、僕そんな人前でやるよう

なネタはなくて、悪ふざけをテープ

に録っていただけで、そしたら「器
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用そうやから物まねとかできるや

ろ」と。「ああ、ちょっと考えてみ

ます」と。

その夜たまたま「11PM」を見て

いたら藤本義一さんが出ていらっ

しゃって、僕、多分地声が似ていた

と思うんですけど、これやったら簡

単やなと思っていたら、「あさって

空いてるか？谷町４丁目で待ち合わ

せや」と言われて、行くとまだ馬場

町にあった頃のNHKに連れていか

れたんです。そこに疋田哲夫さんと

いう放送作家の重鎮みたいな人と古

川嘉一郎さんという放送作家お二人

が会議室にいらっしゃった。そこで

覚えてきた藤本さんの物まねをやっ

たら、「ちょうどええんちゃうか」

と。今の「生活笑百科」の前は生放

送で大阪から全国ネットで「しゃべ

くりバラエティー日本一」という番

組をやってたんです。エッセイスト

でイラストレーターの和多田勝さん

という方が司会で、毎回いろんな関

西の文化人をゲストに呼んでという

番組で、その回のゲストが藤本義一

さん、またその日のテーマがコピー

文化で、「君、このセットの陰にい

て。モニターに藤本先生が映ってる

から」ということで、和多田さんが

「ちょっとこれ聞いてもらえますか」

と言ってキューが来ると、僕が藤本

さんの声で藤本さんが言いそうなこ

とを思いつきでぺらぺらとしゃべ

る。藤本さんは、最初は「何やろ、

これ」と思われたみたいですが、途

中で「ああ、俺が昔しゃべった若い

頃の音声を流しとるんやな」と、藤

本さんは自分の声だと思ったらしい

です。そしたら、その日、一緒に出

ていた先代の春蝶さんが言ったこと

を盛り込んだら、「何だ」となっ

て、そこへ僕が出ていったというの

が初対面でした。

それで物まね漫談家みたいな感じ

で、「お笑いスタ誕」とか、毎日放

送の深夜のお笑い登竜門番組みたい

な、当時のべかこさん、今の南光さ

んが司会をしている「トラトラ道

場」というコーナーに出てネタみた

いなことをやらされたりとかして、

５週勝ち残ったら何かもらえたんで

す。そんなようなことでレギュラー

番組がつくようになっていきまし

た。

テレビ番組のレギュラーがついた

頃に、ラジオはもう既にレギュラー

を持っていまして、最初に所属する

ことになった事務所に置いて帰った

テープを、事務所がダビングして

ニッポン放送とか朝日放送とかあち

こちに送りはったんですよ。する

と、ニッポン放送のナイターオフの

夜９時－10時の１時間番組を１人

で任されました。それから、朝日放

送の「ヤンリク」という番組の中の

花王が提供している週７日間、毎日

10分間ぐらいある番組、その帯番

組２つを割とすぐに持ちましたから

大阪芸大の給料は要らなくなったん

です。非常勤副手を更新しますかと

いうのに「更新しません」に丸をつ

けて送ってそれきりです。気がつい

たらタレント活動的なことが始まっ

ていたので、広告業界に入るとかそ

ういうことを一切せずです。

非常勤副手をやっているときは午

前11時から夕方の４時半か５時ま

でしか給料が出なくて、その後の夜

10時からディスコで見習いはある

けど、夕方が丸々空いているんで

す。それで何かないかなと思ってい

るときに、「サンケイリビング」と

いう新聞があって、それに習い事が

色々と書いてあって、「共通語」と

あったんです。「話し方共通語」、面

白いな、広告業界に入るならプレゼ

ンテーションみたいなことが上手に

ならんとあかんやろうと思って、話

し方をそこで学ぼうと思ったんで

す。月から金まで毎日夕方６時から

９時までみっちり授業があるのに月

謝は月１万円と安くて、そこは電

通、大広、萬年社、毎日放送、朝日

放送、関西テレビ、読売テレビの７

社が協同出資してしゃべり手を育て

ようというところでして、靱本町に

ある教室に毎日通ったわけです。そ

うすると、ナレーションの仕事の斡

旋が来るんですよ。ラジオ大阪のス

タジオに行って、そこで簡単にコ

マーシャルのコメントを読むと、

15分か30分いるだけで8,000円ぐ

らいくれるんです。大阪芸大は朝か

ら夕方までで2,000円ぐらいにしか

なれへんかったのに。もっと仕事く

ださいと言っているうちに同時進行

的に出演するということがだんだん

増えてきて、自分もそういう志向が

あったんだと思いますが、もともと

誘われると断らない人間なので、そ

れでどんどん後に引けない。今さら

デザイナーを始めようと思っても、

みんな今どきパソコンじゃないです

か。僕、カラス口
※1

と面相筆
※2

の時代

なので、真っすぐの線もガラス棒を

使って引くような感じなので、今さ

らやなみたいな感じで、自分の店の

※1		 製図用のペン
※2		 人や動物の面相がきによく使われた細

い筆
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ロゴとかはデザインしますけど、全

部中途半端に来て後に引きにくいよ

うな状態になっているという感じで

すね。

―	 その頃から芸名の「キッチュ」

というのは使われたんですか。

そうですね。最初に所属した事務

所の社長さんに「最近カタカナの芸

名が流行ってるから、カタカナの芸

名をつけろ」と言われて、美術用語

で粗悪品とか俗悪趣味みたいな

「キッチュ」という言葉があったの

でそれを持っていったら、「ええん

ちゃうか」となって、そのまま芸名

として使うようになったんです。

―	 どんどんのめり込んで影響を

受けた人は、中島らもさんという話

を聞きました。

はい。僕が最初にタレント活動を

始めた当時は、IDカードなんかな

くてもテレビ局や放送局に何ぼでも

入れて、知り合いがやっている番組

に乱入したりとか当たり前のように

あったんですよ。そんなときに、当

時、東天満にあった読売テレビのす

ぐ近くに最初の事務所があったの

で、「何か仕事ないですか」と言っ

てしょっちゅう読売テレビの制作部

に遊びに行ってたんです。当時ディ

レクターで、今は「SFサムライ・

フィクション」なんかを撮られた映

画監督の中野裕之さん、その方がい

て、「何かないですか」と行くと、

「明日、暇？プランタンなんば８階

のフォーラム８で中島らもさんの

トークショーをやるんだけど、ゲス

トに来ない？」と言われて、前日に

言うかと思うけど、「ああ、行きま

す、行きます」と。

その日のゲストが、ひさうちみち

おさんと僕で、舞台には高さ1.2

メートルの板を張り巡らせてあっ

て、ゲストは１人ずつそこを四つん

這いになって行って、板からひょっ

こり首を出して、同じく首だけ出し

ているらもさんとトーク。ひさうち

さんの番が終わって、僕も這って行

く。「次はこの方です、どうぞ」で

ひょっこり首を出してしゃべるとい

う「中島らものひょっこり分裂島」

というイベントでした。

そのとき初対面だったんですが、

始まる前にバックヤードの従業員用

エレベーターの前で３人でウンチン

グスタイルで座っては、放送禁止ネ

タみたいなことを言いながらくっく

くっくと笑っていたんですけど、そ

れが楽しくて、「わあ、僕がついて

いきたいお兄ちゃんがここにおる」

みたいな感じになって、それから

ずっとらもさんを見に行くとか、イ

ベントをやるというとついて歩いた

り。でも、らもさんは親分肌じゃな

いんですよ。フレンドリーという

か、すごいリベラルな人なので、権

威になることを嫌っていらっしゃっ

たので、飲み友達としてずっと連れ

歩いてくれました。だから、僕がお

ごると言っても「ありがとう」と言

うような人やし、らもさんの宝塚の

家についていっては泊めてもらって

夜中じゅう宴会をしたり。
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１回、らもさんの家に急に行って

びっくりさせたれと思って夜中の３

時に行ったことがあるんです。そし

たら、玄関が開いていて明かりがこ

うこうと漏れてるんですよ。さすが

この家は起きてるなと思って、「こ

んばんは」と言うと、畳の部屋から

ロンドンブーツみたいなのをはいた

奥さんが出てきて、「ああ、キッ

チュ、らもいるよ」って、手にハケ

と青いペンキの缶を持ってるんです

よ。「何でそんなん持ってるんです

か」と聞くと、夜中の３時に「台所

を真っ青にしてたの」。すごい家や

なと。で、らもさんとバーボンとか

焼酎を飲んで。らもさんは自分の股

間の先にたばこの箱とかお札とかを

ぴたっとくっつける「大阪吸盤ボー

イズ」というネタがありまして、そ

れを家で見せてくれるんです。次の

日、らもさんから電話がかかってき

て、「キッチュ、昨日、怪奇現象が

あったんや」、「どうしたんですか」、

「僕がひっつけた５千円札、真ん中

が焦げてるねん。僕は体液が塩酸な

んやろか」。これね、お札が汚いか

ら真ん中を消毒しようと、らもさん

が100円ライターであぶったんです

よ。それで焦げたんやと思うんです

けど。そんな毎日でしたね。

―	 自然にこの道を歩んできたと

いう感じですね。

そうですね。東京に行っている間

は、放送作家の人が桜新町に居候さ

せてくれてたんですよ。３匹の猫の

世話をすることを条件に半年ぐらい

居候してまして、その頃にニッポン

放送の番組の構成をなさっていた方

で、一緒に帰るんですよ。途中四谷

４丁目で降りて、タモリさんやらた

けしさんやら山下洋輔さん、内田裕

也さん、そういう人たちが毎晩のよ

うに来るバーに連れていってくれて

は、「バーボンを入れてやるから勝

手に飲んじゃっていいからね」とい

う本当に面倒見のいい放送作家の方

で、カウンターでその人の瓶を飲ん

でいると、後ろでタモリさんと原田

芳雄さんがふざけてるんですよ。後

ろから芳雄さんが「おい、君、こっ

ちおいでよ。関西だろ」、「そうで

す」、「一緒に飲もうや」と言って飲

みながらいろんなことを話して、

「今度おなかすいたらうちに遊びに

おいで」、「ありがとうございます」。

で、別の日におなかがすくのを

待って本当に電話をかけたら、「今、

天ぷら揚げてるからおいで」と。行

くと、桃井かおりさんとか松田優作

さんとか黒木和雄監督とか若松孝二

監督とか林海象さんとか、まだブ

レークする前の佐野史郎さんとか、

すごい人たちがいっぱいいるんです

よ。そこに混ぜてもらって芳雄さん

が揚げてくれる天ぷらを食べなが

ら、何というすごい世界があるんだ

ろうと。そこが僕の居場所になっ

て、東京に行ったら芳雄さんの後ろ

をついて歩いて、大阪に帰ってくる

とらもさんの後ろをついて歩くみた

いな、弟分気質みたいな感じで、

色々教えてもらったりよくしても

らったりして、人に恵まれていたと

思います。

―	 今、落語や舞台もされてい

て、そんなのも自然にという感じで

しょうか。

そうですね。落語も小学校の頃か

ら好きだったものですから何にも

ハードルなく、ただ、落語界に対す

るリスペクトは強いから、利いたふ

うな口は利きたくないなみたいなと

ころはあります。

―	 修行はされたんですか。

一切していないです。胃がんでも

う亡くなったんですが、吉坊とか吉

弥さんの師匠の桂吉朝さんがよくし

てくれて、膝つき合わせての稽古を

してもらったことはないですが、ア

ドバイスはもらっていて、「僕、本

職じゃないのに落語なんかやってい

いんですかね」と言ったら、「免許

事業やないねんからやったらええが

な」と。吉朝さんとの二人会も阪急

ファイブのオレンジルームというと

ころでやらせてもらいました。２人

ともらもさんに新作を書いてもらっ

て、僕には家庭内宗教戦争みたいな

話を書いてくれて、吉朝さんには適

塾を舞台にした、ただ普通に読むだ

けで50分ぐらいかかるような歴史

上の固有名詞がいっぱい出てくるす

ごい難しい話を落語会の２日前に書

き上げてきました。さすがの吉朝さ

んも当日やりかけたんですよ。で

も、「やっぱり出てきません。すん

ません。２日前に上がってきたんで

覚え切れませんでした」と言うの

で、僕が出ていって、「松竹新喜劇

がやっているリクエスト新喜劇みた

いにリクエスト落語会に切り替えま

す」と言って、吉朝さんのファンか

ら「じゃあ、くしゃみ」とリクエス

トされると、「くしゃみ講釈、大丈

夫ですか」、「あれやったら大丈夫」

ということで「くしゃみ」をやっ

て、らもさんと３人のトークコー

ナーもやって、楽しい落語会でした

よ。「吉朝・キッチュのメルトダウ

ン落語会」というタイトルです。
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―	「朝まで生テレビ」ならぬ

「朝までナメてれば」を拝見しまし

た。ああいうネタはご自分で書かれ

るんですか。

あれは自分で書きました。あれ

は、最初は舞台でやってたんです。

紀伊國屋ホールで山藤章二さんがプ

ロデュースしている落語会がありま

して、「今度さ、物まねのネタで、

今、討論会の番組が話題だからあれ

のパロディーをやってみたらど

う？」と言われて、じゃあちょっと

考えてみますと言った頃に、ちょう

どらもさんが「朝まで生テレビ」に

出たVHSをくれて、「これ、君のネ

タになると思うからあげるわ」と。

―	 １人でいろんな方をされてい

たんですが、あれを舞台でやってい

たんですか。

舞台でやるときは、寄席文字で田

原総一朗と真ん中にあって、大島

渚、西部邁と書いてある紙、寄席で

いう「めくり」というやつですが、

長テーブルにそれをぶら下げて、そ

の前に行ったらその人になる。つま

り、いちいち「何とかです」と言う

と討論にならないじゃないですか。

だから、その前に行って、こうやっ

て走り回りながらやるみたいな。そ

れを横澤彪さんというフジテレビの

プロデューサーが見にきていて、

「テレビでやりなよ」と言われたの

で「冗談画報」で１回やったんで

す。そしたら、今度、重ね撮りで扮

装も全部やってクロマキーで多重撮

影してやろうと。そんな面倒くさい

ことと思いながらやったのがあれで

す。

―	 人をうまく捉えているなとい

うか、ちょっと風刺の効いたという

か、からかっているというか。物ま

ねは昔は完コピでしたが、今はどれ

だけデフォルメするかというほうに

なってきていて、松尾さんが物まね

を始められたときは移行期なのかな

と思います。

僕はデフォルメが下手で、デフォ

ルメが上手だとブームになるんです

よ。僕はデッサンでやってしまうの

で、僕のやっている物まねは流行ら

ないんです。それは山藤さんの、つ

まり似顔絵を描いている人の理屈と

同じなんですが、肖像画は流行らな

いけれども、似顔絵は流行るんで

す。それはデフォルメするから。描

かれた本人が喜ぶものが肖像画で、

描かれた本人が「俺、こんなんじゃ

ねえよ」と言うのが似顔絵で、物ま

ねもそうで、物まねされたら「俺、

そんなんじゃねえよ」と言うじゃな

いですか。でも、周りは「似てる似

てる、あんたこんなんやで」と言う

でしょう。あれは似顔絵と物まねが

すごく似ているところです。

―	 お芝居もされていますね。今

後予定はおありですか。

今年の11月から始まる「二兎社」

の永井愛さんが台本と演出の2014

年に上演された「鷗外の怪談」、

キャスト全員を新しくしての再演で

す。森鷗外とか永井荷風、そういう

人たちの時代の話です。鷗外の役を

やるので去年から体重をちょっと落

としていってます。

―	 映画もありますね。

映画は８月６日公開予定の「キネ

マの神様」という、フランスにお住

まいの原田マハさんという方が書か

れた小説が原作です。山田洋次監督

が色々と工夫を凝らして原作からマ

イナーチェンジもして、あとコロナ

になってからの状況も色々と盛り込

まれています。菅田将暉君が若い頃

の主人公で、年配になってから志村

けんさんのはずだったんですが、志

村さんが亡くなったので急遽沢田研

二さんになりました。これはネタバ

レになるから詳しくは言いません

が、沢田研二さんが歌を歌う場面が

あるんですが、そこで僕、大泣きし

ました。菅田将暉君が映画監督で、

僕はその撮影監督、つまりベテラン

のカメラマンの役でして、意見が対

立したりするんですが、そういう役

で前半のほうで出ています。

―	 原作からは少しアレンジされ

ていますよね。

そうですね。コロナのこととかを

色々と盛り込まれたり、あと志村さ

んの一件なんかにも配慮というか、

そういう色々と変わっている部分が

あります。

―	 他にはどのようなご予定があ

りますか？

同じく秋にドラマにも出ますが、

現在撮影中で、詳細は追って発表さ

れると思います。今後の予定は大体

そんな感じです。

―	 芸能の世界でもウェブを取り

入れたりされているんですか。

はい。例えばテレビの収録もリ

モートでやったりもありましたし、

ラジオもリモートで出たり、今やっ

ているRKB毎日放送の番組も週１

で朝Zoomでやっています。あと

は、26年ぐらい前に「12人のおか

しな大阪人」という舞台があったん

ですが、それを今リモートで朗読劇

としてやろうと。というのは、「12

人の優しい日本人」という三谷幸喜
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さんの作品がかつての出演者で再現

をZoomでやったんですね。じゃ

あ、その昔それのパロディーでつく

られた「大阪人」のほうもやろうか

となったらしくて、僕はオリジナル

メンバーじゃないんですけど、オリ

ジナルメンバーで出られない人がい

たので、その役で僕が入って去年配

信しました。

―	 ユーチューブへの進出もちょ

うどタイミングが合ったということ

ですか。

そうですね。「デペイズマンショ

ウ」というタイトルで、ウケること

をやるよりは自分がやりたいことを

やる場所にしようと思ってやってい

ます。

―	 そのタイトルはどういう意味

があるんですか。

フランス語で、遠い異境の地から

突然連れてこられたみたいな意味ら

しいです。美術用語でデペイズマン

というのはシュールレアリズムの手

法で、ここにこれがあったらおかし

いやろうという手法です。マントル

ピースから機関車が煙を吐きながら

出てきているとか、空に山高帽をか

ぶったおっちゃんがいっぱい浮いて

いるとか、木の枝とかあちこちに溶

けた時計の文字盤が垂れ下がってい

るとか、ここにこんなんがあるのは

おかしいじゃないのという手法をデ

ペイズマンというんですけど、唐突

な演出ということです。その言葉が

おもしろいなと思って、ウルトラマ

ンとか「何とかマン」みたいやんか

と思って。ディペイズメントみたい

な感じの英語読みがあるのかも分か

らないですけど、フランス語読みで

デペイズマン、それに「ショウ」を

つけて、「スネークマンショー」み

たいな「デペイズマンショウ」で

す。

―	 新聞連載は、こんなことを書

こうと思って書かれるんですか。

思いついたことから膨らませるこ

とが多いです。あまり計画的には書

いていないです。ワープロソフトを

立ち上げて、これについて書こうと

思うと、それにまつわる色々なこと

をどんどん箇条書きにしていって、

次にどの流れにしようと思ってその

順番をコピー、ペースト、カットで

変えて、そこに肉づけしていくよう

な感じで書いていく形が多いです。

―	 入稿してから掲載まで３日ぐ

らいかかるでしょう？

もっとかかるんですよ。火曜日が

締切りで日曜日に載るので、だから

状況が変わってしまうんですよ。

「まだ何の説明もない」と書いてい

るところには、「この原稿を書いて

いる火曜日の時点では」というのを

書かざるを得ないときが多いです。

―	 あの連載の依頼は、どういう

経緯で来たんですか。

2012年までテリーさんがやって

いて、その枠でやりませんかと言わ

れて、最初の頃は落語の話とかそう

いうのばかりやっていたんですけ

ど、あと言葉遣いがちょっとおかし

いねみたいなものにツッコんだりと
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か、その頃ですよ、第２次安倍政権

が始まって、政治家のやっているこ

とに違和感がすごく増えてきちゃっ

たものですから政治関連の話が多く

なってしまったんですけど、本当は

そんな趣旨じゃなかったんですけど

ね。

―	 報道機関が過不足なく伝える

べきことを伝えられていないから松

尾さんが言う、それを新聞記者がお

願いするみたいな感じで、そこがい

びつだなと思います。

それは客観報道みたいなものが前

提にあるから、そういう意味ではそ

ういう場を与えてくれているという

ことには僕は普通に感謝するしかな

いかなとは思っています。ただ、

「日本の新聞は公正中立」みたいな

ことは、僕はまやかしだと思いま

す。あらゆる人間が何か書いたら絶

対公正中立なんてあり得ないし、そ

の人の考えがなかったら、それはそ

の文章に意味がないと思うので、公

正中立という気持ち悪い呪文みたい

なことはやめたほうがいいと思って

いるんですけどね。海外のニュース

ペーパーは結構自社の論調をしっか

り持っているじゃないですか。それ

がいけないというのは何かちょっと

よく分からないですね。

―	 新聞社から、ノーとか、この

テーマは駄目ですというのはないで

すか。

この９年間１回もないですね。

「当社の表記に合わせました」みた

いな修正は毎回ちょろちょろとはあ

りますが。

―	 この内容はちょっと困ります

みたいなことは？

「これは事実が確認できなかった

ので断定的な言い方じゃないほうが

いいんじゃないですか」というのが

来たりはします。

―	 弁護士に対して思うことやど

んなイメージを持っておられるか、

あるいは、もっとこういうことを発

信してよとか、そういう思いはおあ

りでしょうか。

弁護士といっても色々な方がおら

れ、一言でくくりにくいですよね。

ただ、期待できるのは、弁護士さん

は、社会に対する強い思い、エネル

ギーがないと司法試験を通るところ

まで行かないんじゃないかと思いま

す。法律に詳しいだけに悪意を持っ

た人たちが悪い使い方をすることも

出来る、だって、包丁でいい料理を

つくることも人を傷つけることもで

きるわけじゃないですか。そこら辺

はそれぞれの品性なんだろうと思う

んですけれども、有能で了見のいい

人が増えてくれるとうれしいなと思

います。

―	 それから、大阪に対して、政

治のこと、大阪人に対することなど

コメントをいただけますか。

大阪は品格のあるまちなのに、政

令指定都市の中でいちばん下品だと

思われている。これは悔しいですけ

ど、長い間かけて、テレビがウケ狙

いのことをやり始めたんですね。つ

まり、大阪で街の人に何か投げかけ

るとこんな反応をするみたいなこと

をショー的にやるようになって、も

ともと面白いというか、文化度が深

いので、そういう対応をしてくれる

人も多かったことは多かったでしょ

うけど、ただただあほなノリに付き

合ってくれるような演出ばかりに

なってしまっているというのがおか

しいなと思うんです。それはキャラ

クターもそうですし、言葉遊びの文

化とか、歴史もそうですよね。難波

宮という日本で一番古い都があった

場所じゃないですか。平城京とか平

安京はその後ですよね。そういう歴

史的な文化とか、世界にも誇れる例

えば人形浄瑠璃文楽とか。

あと、僕は粉もんが大好きですけ

ど、食文化に関してもお好み焼きと

たこ焼きと串カツだけのまちみたい

に思われていて、これが本当に腹立

たしくて、大阪って日本の食の最高

峰なんです。特に新鮮な品物が手に

入って、それをアドリブで割烹とい

う形で客のニーズに合わせて当意即

妙にうまくして出してみせるという

ようなことができるスキルがすごく

高い料理人がそろっていたのが大阪

なのに、なぜか京料理が最高峰みた

いになってしまって、もちろん京都

は京都で、帝がいるところなのに新

鮮なものが入りにくかったから工夫

を凝らして食文化が深くなったとい

う側面はあるけど、やっぱり京都か

ら大阪に修業に来ていたわけじゃな

いですか。「包丁一本さらしに巻い

松尾氏の「般 若゚（パンニャ）」（福島区）
のカレー
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て旅へ出るのも板場の修業」という

のは、京都あたりから大阪の法善寺

横町に修業に来ている人の歌じゃな

いですか。どれだけ大阪の食文化が

すごいか。食い倒れのまちって、食

い過ぎて倒れるというＢ級グルメの

話ではなくて、あれは食い物のため

に身代が傾くぐらいに肩入れすると

いう大阪の商家の旦那衆のことを表

した言葉であり、食い過ぎて倒れる

じゃないですからね。そういうこと

を何かちょっと勘違いしているとこ

ろがありますね。

昔、大阪の景気が良くなったとき

に大阪の人数が増え過ぎて、大阪の

船場の深い文化、品格を持っている

あきんどたちが、従業員を店に住ま

わせないといけないので、その人数

が増えたから旦那衆は阪急沿線に屋

敷をつくるわけですよ。「細雪」の

世界ですよね。だから、神戸、芦

屋、西宮のあたりに高級住宅街がで

きて、旦那衆はそっちに行く、従業

員たちは大阪。奥さんとかお嬢様た

ち、こいさん、いとさん、とうさん

はみんな芦屋、西宮、東灘あたりに

住むわけです。そうなってくると、

そっちがおしゃれなまちになって

いって、華美な服装をしていたら旦

那に怒られるけど、旦那は昼間は仕

事に出て行ってくれるから、奥さん

やらお嬢さんやらはおしゃれに気を

使えるようになるわけです。そうす

ると、アンノン族みたいな読者モデ

ルのはしりが始まるわけです。東京

より関西のほうが読者モデルは早

かったですからね。それで、神戸か

ら阪神間が―阪急間と言ったほう

がええのかも分からんけど―お

しゃれなまちになっていきましたと

いうのでちょっと勘違いが生まれて

いるけど、本当はおしゃれなものも

洗練された文化も大阪にあったと思

うんです。それは堺の千利休も含

め、そこら辺は世界に向かって胸を

張っていいようなことがいっぱい

あったはずなのに、自ら下品におと

しめているみたいなところが、これ

はテレビの責任が大きいと思います

が、そこら辺の誤解が低温火傷みた

いに深くまで達してしまっているの

がすごく悔しい。大阪はもっと深い

洗練されたまちやぞということをア

ピールしてくれることに弁護士の皆

さんが荷担してくれるといいのにな

と思います。

―	 活動の場を東京に移している

けれども、日本の活動の中心に大

阪、関西の人がかなりいると。

そうですね。原田芳雄さんも権威

主義が嫌いやったので、関西の人っ

て権威に追随しないというか、江戸

は人口が一番あったときは100万人

ぐらいいたそうですけど、武家が半

分ぐらいで、あと半分の50万人は

町民と農民。そうなると１人の侍が

１人の町人を見張っているみたいな

感じです。そうすると、派手な色と

か柄は着てはならない、中間色を着

なさいみたいなことがあったけれど

も、大阪は江戸時代で人口が一番

あったときで35万人、その中で侍

は800人しかいなかったそうです。

だから、お上に気を使わんと派手な

服が着られた。ヒョウ柄文化はそこ

にルーツがあるかもしれないと思い

ます。ただ、浅草なんか行ったら

ヒョウ柄のおばちゃんもいっぱいい

ますからね。結局、大阪を語るとき

には下町ばかり見て、東京を語ると

きには新宿とか六本木、渋谷を見る

から、そうするとヒョウ柄の人は少

ないじゃないですか。本当は浅草と

か上野に行ったらヒョウ柄はいっぱ

いいるんですよ。そこら辺の観察す

る場所が間違っているなと思いま

す。知らんけど。

―	 本日は長い時間、本当にあり

がとうございました。

こちらこそありがとうございまし

た。
2021年（令和３年）５月19日（水）
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